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目次

 IMOの動向

- IMOで最近採択された改正

- 次回会合で採択が見込まれる改正

- IMOで継続審議されている主な議論

 IACSの動向

- IACSで継続審議されている主な議論
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IMOIMOの動向の動向
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IMOの動向

非常用曳航手引書の備付非常用曳航手引書の備付

ECDISECDIS

2010 2011 2012
SOLAS 条約の改正

BNWASBNWASの設置の設置

固定式炭酸ガス消火装置制御装置固定式炭酸ガス消火装置制御装置

加圧水噴霧装置を備える加圧水噴霧装置を備えるRO/RORO/RO区域等の排水設備区域等の排水設備

IMSBC CodeIMSBC Codeの強制化の強制化

（バルクキャリアの定義）（バルクキャリアの定義）

救命艇及び救助艇における設計体重の変更救命艇及び救助艇における設計体重の変更

消火設備、防火設備の要件強化消火設備、防火設備の要件強化

非常用曳航手引書の備付非常用曳航手引書の備付

乗降設備の設置・保守・検査乗降設備の設置・保守・検査
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 航行の安全性向上及び乗組員の労働負荷の低減

適用時期
船舶の船種、大きさに応じて段階的に船舶の船種、大きさに応じて段階的に
20122012年年77月月11日から適用日から適用

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 8MSC 866 ((JuneJune 0099))採択採択

1. SOLAS V / 19 : 電子海図情報表示装置“Electronic Chart
Display and Information System (ECDIS)”の搭載

ECDISECDIS搭載の義務化搭載の義務化
(性能基準:  IMO Resolution MSC.232(82))

6
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 海図の代替手段となるコンピューターベースの
電子情報システム

ECDISECDISとはとは??

 随時航行情報を表示可能。次の航行機器
から構成

 Electrical Navigation ChartsElectrical Navigation Charts（（ENC)ENC)
 GPS GPS 
 RaderRader
 Gyro CompassGyro Compass
 Echo Sounder Echo Sounder 
 AISAIS

 緊急時にはアラーム発報

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 8MSC 866 ((JuneJune 0099))採択採択

1. SOLAS V / 19 : 電子海図情報表示装置“Electronic Chart
Display and Information System (ECDIS)”の搭載
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新船
2012年7月1日以降に

起工する船舶
完工時

現存船
2012年7月1日より前に

起工する船舶

2014年7月1日以降の

最初の検査

旅客船旅客船 (500 GT 以上)

新船
2012年7月1日以降に

起工する船舶
完工時

現存船
2012年7月1日より前に

起工する船舶

2015年7月1日以降の

最初の検査

タンカータンカー (3000 GT 以上)

1. SOLAS V / 19 : ECDISの適用次期（１）

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 8MSC 866 ((JuneJune 0099))採択採択

8
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新船

10,000 GT 以上
2013年7月1日以降に

起工する船舶
完工時

3,000 GT以上
10,000 GT未満

2014年7月1日以降に

起工する船舶

タンカー以外の貨物船タンカー以外の貨物船

1. SOLAS V / 19 : ECDISの適用次期（２）

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 8MSC 866 ((JuneJune 0099))採択採択

現存船

50,000 GT 以上
2013年7月1日より前に

起工する船舶

2016年7月1日以降

の最初の検査

20,000 GT 以上
50,000 GT未満

2017年7月1日以降

の最初の検査

10,000 GT 以上
20,000 GT未満

2018年7月1日以降

の最初の検査
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 不適切な当直作業（居眠り等）による海難事故防止

2. SOLAS V / 19 :航海当直警報ｼｽﾃﾑ“Bridge Navigational 
Watch Alarm System (BNWAS)”の搭載

Adopted at Adopted at 
MSC 86 (June 09)MSC 86 (June 09)

SOLASの改正

BNWASBNWAS 搭載の義務化搭載の義務化
(性能基準:  IMO Resolution MSC.128(75))

適用時期
旅客船及び旅客船及び150GT150GT以上の全ての船舶に対して以上の全ての船舶に対して
20112011年年77月月11日から段階的に適用日から段階的に適用

10
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Adopted at Adopted at 
MSC 86 (June 09)MSC 86 (June 09)

SOLASの改正

2. SOLAS V / 19 : BNWASの適用時期

新船

全ての旅客船 2011年7月1日以降

に起工する船舶
完工時

150 GT以上の全ての船舶

2013年7月1日以降

の最初の検査

500 GT 以上
3,000 GT未満の船舶

3,000 GT 以上の船舶

2012年7月1日以降

の最初の検査

2011年7月1日より前

に起工する船舶

全ての旅客船

現存船

150 GT 以上
500 GT未満の船舶

2014年7月1日以降

の最初の検査
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3. SOLAS II-2/9, 10: 消火設備、防火設備の要件強化

1) 防火扉
2) 通風ダクト
3) 旅客船（36人を超える旅客）の呼吸器具の充填

1) ドア下部にドア枠を持たない防火扉の設置要件の明確化

2) 不燃性材料が認められていた通風ダクトの材料が、鋼又は
同等のものに強化

3） エアコンプレッサー又は高圧空気貯留タンクといった
空気シリンダーの再充填手段の設置を要求

適用時期
1)1) : 2010: 2010年年77月月11日以降設置される上記防火扉日以降設置される上記防火扉
2) 2) ＆＆ 3) : 20103) : 2010年年77月月11日以降に建造される船舶日以降に建造される船舶

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 85 (MSC 85 (DecDec 08)08)採択採択

12
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44. LSA Code. LSA Code改正改正::

救命艇及び救助艇における設計体重の変更救命艇及び救助艇における設計体重の変更

1） 貨物船の救命艇及び救助艇の設計体重の変更:

75 kg ⇒ 82.5 kg

2） 自由降下式救命艇の着座位置に関する規定が変更 等

適用時期：
20102010年年77月月11日以降に建造される船舶日以降に建造される船舶

(起工日ベース)

 昨今、船員の体格が向上していることを考慮

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 85 (MSC 85 (DecDec 08)08)採択採択
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55. SOLAS II. SOLAS II--2, VI and VII :2, VI and VII : BC BC コードの強制化コードの強制化

““International Maritime Solid Bulk Cargoes (IMSBC) CodeInternational Maritime Solid Bulk Cargoes (IMSBC) Code””

 固体ばら積み貨物運送の安全性向上を目的

適用時期：
20112011年年11月月11日以降全船に適用日以降全船に適用

Technical Info. No.75Technical Info. No.7577

ばら積み貨物の荷役及び運送中の手順及び取り扱いに
注意を与える非強制指針「BCコード」 の強制化

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 85 (MSC 85 (DecDec 08)08)採択採択

14
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バルクキャリアの定義に関する解釈の最終化

Resolution MSC.277 (85) の採択

20042004年からの長期的な議論年からの長期的な議論

66. . バルクキャリアの定義バルクキャリアの定義

-- SOLAS XIISOLAS XII章改正（章改正（20062006年年77月月11日発効）関連日発効）関連 --

 SOLAS IX章とXII章で異なる定義が存在
形状

用途

IXIX章及び章及びXIIXII章の定義において章の定義において

船体横断面形状に関わらず、主に乾貨物をばら積みする船舶船体横断面形状に関わらず、主に乾貨物をばら積みする船舶
については、バルクキャリアとみなされるについては、バルクキャリアとみなされる

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 85 (MSC 85 (DecDec 08)08)採択採択
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IX章におけるバルクキャリアの定義を参照している要件

 II-1章 3-6規則

 III章 31規則

 IX章

 XI章 1規則

: 交通及び点検設備【PMA】

: 自由降下進水式の救命艇の搭載

: 船舶の安全運航の管理【ISM】

: 検査強化プログラム【ESP】

66. . バルクキャリアの定義バルクキャリアの定義

 II-1章 3-2規則

 XII章 自身

XII章におけるバルクキャリアの定義を参照している要件

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 85 (MSC 85 (DecDec 08)08)採択採択

: 海水バラストタンクに対する塗装要件

：ばら積み貨物船のための追加的安全措置

16
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 あくまでも非強制決議であり、勧告ベースでの適用

→ 主管庁の判断に委ねられる

【NKが代行権限を有する主管庁に確認中】

大きな問題点

Technical Info. No.765Technical Info. No.765

66. . バルクキャリアの定義バルクキャリアの定義

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 85 (MSC 85 (DecDec 08)08)採択採択
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以下の貨物を運搬する専用船

1. 木材チップ 2. セメント，フライアッシュ及び砂糖

ただし、次の方法で荷役が行われないことを条件とする

- 自重10トンを超えるグラブ、パワーショベルの使用

- 貨物倉の構造に頻繁に損傷を与えるような手段

 専用船への適用

バルクキャリアとみなされない

2009年1月1日以降の起工船

IX章の定義から要求される要件およびXII章の適用免除

この規定を適用したことを証明するStatementが必要

6. 6. バルクキャリアの定義バルクキャリアの定義 - 旗国が強制要件とした場合旗国が強制要件とした場合

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 85 (MSC 85 (DecDec 08)08)採択採択

18

2009年ClassNK春季技術セミナー

－2010年7月1日以降の起工船 二重船殻構造を有する船型への適用

B型乾舷を有し、下記要件を満足する場合

時々ばら積み貨物を運搬可能 バルクキャリアとみなされない

この規定を適用したことを証明するStatementが必要

主な適用要件

 II-1章 3-2規則

 XII章 6.2規則

 XII章 6.3規則

 XII章 6.4規則

 XII章 10規則

 XII章 11規則

 XII章 12規則

 XII章 13規則

: 海水バラストタンクに対する塗装要件

:  二重船側部の要件（最小幅）

:  二重船側部への貨物積載禁止

:  損傷防止に配慮した荷役／構造の冗長性

:  固体ばら積み貨物比重の宣言

:  積付計算機

:  浸水警報装置の設置

:  船首区画排水設備の設置

66. . バルクキャリアの定義バルクキャリアの定義 - 旗国が強制要件とした場合旗国が強制要件とした場合

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 85 (MSC 85 (DecDec 08)08)採択採択
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77. . SOLAS IISOLAS II--1 / 31 / 3--44：： 非常用曳航手引書の備付非常用曳航手引書の備付

 非常曳航設備（ETS)の適用拡大を検討

全船舶に対して非常曳航手引書の備付を義務化

（本手引書が船上搭載されている事をISM審査で確認。

日本船舶技術研究協会にて手引書案を作成しIMOへ報告済）

適用時期
① 全ての旅客船

② 貨物船

③ 現存貨物船

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 8MSC 844 (May 08)(May 08)採択採択

: 2010年1月1日迄に適用

: 2010年1月1日以降に起工される新造船に適用

：2010年1月1日より前に起工される現存船は、

2012年1月1日迄に適用

20
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適用時期

① 20102010年年11月月11日以降に起工される新舶：日以降に起工される新舶：

設置・保守・検査要件を適用設置・保守・検査要件を適用

②② 20102010年年11月月11日より前に起工される現存船：日より前に起工される現存船：

保守・検査要件のみ適用保守・検査要件のみ適用

88. . SOLAS IISOLAS II--1 / 31 / 3--99：乗降設備の設置・保守・検査：乗降設備の設置・保守・検査

 乗組員等の乗降時の事故多発

全船舶に対して乗降設備の設置・保守・検査を
義務化

（本件に関するガイドラインは、MSC86(本年5月）にて承認）

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 8MSC 844 (May 08)(May 08)採択採択
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(a) 乗降設備の設置要件 - 20102010年年11月月11日以降に起工される新舶日以降に起工される新舶

(b) 乗降設備の保守・検査要件 – 全船

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 8MSC 844 (May 08)(May 08)採択採択

承認されたガイドラインの概要承認されたガイドラインの概要

 ISO又は 国家基準又は旗国の要件に従って製造

 設置場所、照明、救命浮環の設置、
許容角度及び設計荷重等の表示 等

 SOLAS条約 SC (Safety Construction）
定期的検査の一部

 5年毎の荷重試験の実施 等

22
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適用時期

20022002年年77月月11日より前に起工され、かつ、固定式炭酸ガス消火装置の日より前に起工され、かつ、固定式炭酸ガス消火装置の

制御装置が旧一段階操作式の船舶制御装置が旧一段階操作式の船舶：：

20102010年年11月月11日以降の最初の入渠検査までに適用日以降の最初の入渠検査までに適用

99. . SOLAS IISOLAS II--2 / 102 / 10：固定式炭酸ガス消火装置制御装置：固定式炭酸ガス消火装置制御装置

 旧一段階操作式の船員への危険性

現行性能基準（二段階操作式）を

現存船にも遡及適用

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 8MSC 844 (May 08)(May 08)採択採択
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適用時期

① 2010年1月1日以降に起工される船舶

② 2010年1月1日以降の最初の検査までに適用

1010. . SOLAS IISOLAS II--2 / 202 / 20：加圧水噴霧装置を備える：加圧水噴霧装置を備えるRO/RORO/RO区域等の区域等の

排水設備排水設備

 2006年アル・サレム・ボッカチオ98号の火災転覆事故

①（新造船）排水能力の強化

②（全船） 排水口閉塞防止措置

（本件に関するガイドラインは、MSC86(本年5月）にて承認）

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 8MSC 844 (May 08)(May 08)採択採択

24
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加圧水噴霧装置の最大容量 +
2条（危険物積載の場合4条）射水容量 ×125%

排水口及び放水口の最小面積 等

片舷に少なくとも4箇所の排水／放水口

Ro-Ro Space (Car Deck)

①① 承認されたガイドライン承認されたガイドライン－－排水能力の強化（新造船）排水能力の強化（新造船）

(a)

片舷あたりの必要排水能力

≥

(b)

(c)

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 8MSC 844 (May 08)(May 08)採択採択
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a. 排水口の開口面積の6倍の面積

b. 格子の最小寸法： 25mm

c. 甲板面から持ち上げて設置
又は角度をつけて設置 等

①① 承認されたガイドライン承認されたガイドライン－－排水口閉塞防止措置（全船舶）排水口閉塞防止措置（全船舶）

IMOで最近採択された改正 - SOLAS条約関連 -
MSC 8MSC 844 (May 08)(May 08)採択採択
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 IMOの動向

- IMOで最近採択された改正

- 次回会合で採択が見込まれる改正

- IMOで継続審議されている主な議論

 IACSの動向

- IACSで継続審議されている主な議論

69
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次回会合で採択が見込まれる改正

MARPOL関連： MEPC59（本年7月）で採択予定

 機関室ビルジ/スラッジ処理に関する規定の見直し

・ “oil residue (sludge)”及び“oily bilge water”の定義の明確化

・ 焼却炉設置によりｽﾗｯｼﾞﾀﾝｸ容量を半減できる解釈の削除

・ oily bilge water holding tankの最低容量を増大（特別海域航行船のみ）

SOLAS関連： MSC87 （2010年5月）で採択予定

 GBS及び関連SOLAS II-1/3-10の改正

 油タンカー二重船殻区画の固定式COガス検知装置の設置

 救命筏の設計体重変更（75kg→82.5kg）等のLSA Code の改正

 要件を満足しない現存船救命艇負荷離脱装置に関する
SOLAS IIIの改正

 貨物油タンク内部の防食措置を要求するSOLAS II-1/3の改正

28
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 IMOの動向

- IMOで最近採択された改正

- 次回会合で採択が見込まれる改正

- IMOで継続審議されている主な議論

 IACSの動向

- IACSで継続審議されている主な議論
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バラスト水管理条約バラスト水管理条約

1980年代後半：

バラスト水により運ばれた外来種の

海洋生物による環境被害が多数報告

→ バラスト水管理条約 2004年2月13日に採択

1980年代後半：

バラスト水により運ばれた外来種の

海洋生物による環境被害が多数報告

→ バラスト水管理条約 2004年2月13日に採択

IMOで継続審議されている主な議論

30
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IMOでの主な議論 ‐ バラスト水管理条約 ‐

☆ バラスト水管理条約の概要

 条約の発効要件

30カ国以上の批准、かつ

合計商船船腹量が世界の35%以上

上記要件を満足した12ヶ月後に発効

2009年3月末現在

批准：1８カ国

商船船腹量：15.4%

 条約の適用船舶

条約締約国に
籍を置く船舶

非適用船舶：

① バラスト水を積まない船舶、
及び恒久的なバラスト水のみを積む船舶

② 自国の海域のみ、あるいはある1国の
海域のみを航行する船舶

③ 自国と外洋のみを航行する船舶

④ 軍艦
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IMOでの主な議論 ‐ バラスト水管理条約 ‐

バラスト水管理法

① 外洋上でのバラスト水交換（D-1規則）
D-2規則適用までの代替措置

置換法、フロースルー法により交換

② 装置によるバラスト水処理（D-2規則）

③ 受入施設へのバラスト水排出（B-3.6規則）

④ MEPCで承認される他の方策（B-3.7規則）
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IMOでの主な議論 ‐ バラスト水管理条約 ‐

バラスト水処理システムの承認について

バラスト水処理装置

ろ過、遠心分離、

キャビテーション作用など

活性物質

化学薬品、電気分解

UV照射など

＋

①IMOによる
基本承認（G9）

②IMOによる最終承認（G9）

③主管庁による型式承認（G8）
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IMOでの主な議論 ‐ バラスト水管理条約 ‐

バラスト水処理システムの開発及び承認状況

G9 活性物質の承認

基本承認：13社
最終承認：４社

①Alfa Laval / PureBallast（Sweden） : 光触媒殺菌（UV+触媒）
②HAMANN / SEDNA（独） : Paraclean（薬剤/過酸化水素+酢酸）
③Ocean Saver AS / OceanSaver（Norway) : ｷｬﾋﾞﾃｰｼｮﾝ +脱酸素
④TECHCROSS INC /Electro-Clean（韓） ： ﾌｨﾙﾀｰ + 電気分解

G8 処理装置の承認(図面承認、陸上/船上/環境試験)

承認：４社
上記①（ノルウェー政府承認）、②（ドイツ政府承認）、③ （ノルウェー政府承認）、

④（韓国政府承認）
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IMOでの主な議論 ‐ バラスト水管理条約 ‐

バラスト水処理システムの適合への問題点

条約上の適合時期 承認システム供給状況

・就航船： 7年後までに約50,000隻

⇒ バラスト水処理装置の設置を要求

・新造船： 年間約1,400隻が建造（予測）
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 IMOの動向

- IMOで最近採択された改正

- 次回会合で採択が見込まれる改正

- IMOで継続審議されている主な議論

 IACSの動向

- IACSで継続審議されている主な議論

36

2009年ClassNK春季技術セミナー

IIACSACSの動向の動向
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IACSの組織図

Council

General Policy Group

Project Team Project Team Project Team Project Team

Hull 
Panel

Machinery 
Panel

Statutory 
Panel

Survey 
Panel
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最近採択されたCSR、UR及びUIの改正
期間： 2008年9月～2009年6月

艤装 関連 : 2 件

検査 関連 : 1 件

SOLAS 関連 : 9 件

MARPOL 関連 : 1 件

LL、COLREG 関連 : 3 件

機関 関連 : 3件

UR

UI

OT及びBC : 3件CSR
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IACSでの主な議論 ‐ IACS CSR ‐

SG/CSRSG/CSR

Council Council 

CSR Harmonization CSR Harmonization PMTPMT Hull PanelHull Panel

PT1: PT1: ﾊﾞﾙｸｷｬﾘｱﾊﾞﾙｸｷｬﾘｱCSRCSRの保守の保守

PT2: PT2: ﾀﾝｶｰﾀﾝｶｰCSRCSRの保守の保守

PT3: PT3: 直接計算相互検証直接計算相互検証

PT4:PT4: 規則計算相互検証規則計算相互検証

統一調和統一調和 運用保守運用保守

99つのプロジェクトチームつのプロジェクトチーム

☆ IACSにおけるCSR関連組織

40
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IACSでの主な議論 ‐ IACS CSR ‐

☆ IACSにおけるCSR関連組織 ‐ 統一調和作業‐

CSR Harmonization 
Project Management 

Team 
(PMT)

SG/CSRSG/CSR
ABS、 BV、 LR、 NK

CouncilCouncil

プロジェクトチーム
HPT1 波浪荷重
HPT2 直接強度計算
HPT3 座屈強度
HPT4 腐食
HPT5 溶接
HPT6 ハッチコーナ部疲労問題☆
HPT7 検査
HPT8 疲労強度
HPT9 規則算式

作業完了目標：2011年
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機関クランクケースのオイルミストによる爆発事故が
発生。

事故防止のため、現在M0船のみに要求されている
機関室クランクケースのオイルミスト検出装置の設置
要件を非M0船にも適用することを前提にIACS内で議

論を開始。

《背景》

UR M10 (Rev.3)： 機関クランクケースのオイルミスト
検出装置の設置要件見直し

爆発事故
の防止

42

2009年ClassNK春季技術セミナー

UR M10 (Rev.3)： 機関クランクケースのオイルミスト
検出装置の設置要件見直し

2010年1月1日以降に検査の申込みがあるエンジン。又は、

2010年1月1日以降に建造契約が行われた船舶に搭載される

エンジン。

《要件適用》

《審議結果》

非非MM00船船に搭載されるディーゼル機関（機関出力：2,250kW以上
又はシリンダ径：300mmを超える）にもオイルミスト検出装置
（OMD）の設置を要求

IACS UR M10 (Rev.3) として昨年9月に採択IACS UR M10 (Rev.3) として昨年9月に採択
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UR G3(Rev.3): LPG船の
ガスサンプリング装置の新規要件

《背景》

 2006年10月、LPG船が英国にてLPGのガスサンプリン
グ時にガス漏れ事故を起した。

 MAIB（英国事故調査委員会）からの関連IACS UR見直
し指示に従い検討

概要図へ
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-事故の概要 -
Emergency 
Shut Down Valve

E.S.D

Globe valve

LPG TANK

10 atm

① サンプリングバルブアッセンブリが脱落
⇒ 液化プロパンが噴出

② ＥＳＤを作動させるが,バルブは完全に閉鎖せず
⇒ 液化プロパンの流出を阻止できなかった

Sampling connection

UR G3(Rev.3): LPG船の
ガスサンプリング装置の新規要件
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《審議結果》

--5555℃以下の低温環境に用いられる弁及び貨物ポンプに対する℃以下の低温環境に用いられる弁及び貨物ポンプに対する

プロトタイプ試験のプロトタイプ試験の下記下記要件を明確化要件を明確化

 圧力試験

 漏れ試験

 低温時の作動試験

IACS UR G3 (Rev.3) として昨年12月に採択IACS UR G3 (Rev.3) として昨年12月に採択

 2010年1月1日以降に試験の申込みがあるもの 又は、

 2010年1月1日以降に建造契約が行われた船舶に搭載

されるもの

《要件適用》

UR G3(Rev.3): LPG船の
ガスサンプリング装置の新規要件
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IACSUR及びUIの見え消しヴァージョン を入手可能

http://www.classnk.or.jp/  > Information Services  
> IACS Unified Requirement and Unified Interpretation

CSR

http://www.classnk.or.jp/  > 
Common Structure Rules

1．採択されたIACS URs & UIsのWeb掲載

IACSの動向に関する紹介
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ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。
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